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研究成果の概要（和文）：本研究は東南アジアで同性間性的接触を行う男性（MSM）を対象とす

るエイズ関連国際協力事業を調査し、結果、グローバル・地域・各国レベルにおいて MSM 問題

が主流化し、援助機関によるエイズ分野での支援の拡大につながっていることを確認した。 

 
 
研究成果の概要（英文）：This study explored HIV/AIDS related international aid projects 
and found global/regional/in-country mainstreaming of MSM in the relevant policies, 
leading to some substantial increase in MSM/HIV related assistance by aid agencies. 
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１．研究開始当初の背景 
(1) 国連エイズ合同計画（UNAIDS）の報告書
によると、2005年末の時点で、世界には3860
万人のHIV感染者・エイズ患者が存在した。地
理的にはアフリカ・サハラ以南が感染の中心
地 epicenterとなっており、世界のHIV感染
者・エイズ患者の6割強がこの地域に集中して
いる。しかし同時に、世界の各地ではセック
スワーカー、MSM（Men having Sex with Men
の略称）、静脈注射を用いる薬物使用者IDU、

収監者の4つの人口集団により多くの感染が
見られる。 
 
 
(2) このうち、MSMについては、そのHIV感染
率は多くの地域で高止まりしている。2006年8
月にトロントで開催された第16回国際エイズ
会議で発表された数多くのMSM関連の調査の
なかから幾つかの数字を取り出してみても、3
3パーセント（ザンビア）や28.3パーセント（バ
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ンコク・プーケット）、12.5パーセント（イ
ムンバイ）など、相当に高い数字が見られる。 
 
 
（3）これは世界のなかで最悪の状況にあるサ
ハラ以南においてさらに劣悪な状況にあるス
ワジランド（2005年の成人感染率33.4パーセ
ント）やボツワナ（24.1パーセント）、レソ
ト（23.2パーセント）、南アフリカ（18.8パ
ーセント）に匹敵する数字であると言えよう。 
 
 
(4) 上述のようなMSMのHIV感染状況に対し、
現在では、幾つかの国連機関や二国間援助機
関・大手国際NGOおよび大学等の研究機関を中
心にして一定の動きが見られるようである。 
 
 
２．研究の目的 
（1）したがって、本研究においては、まず
MSM を対象とした HIV・エイズ関連事業には
どのようなものがあるのかを特定すること
を第一の目的とする。 
 
 
（2）第二に、途上国、とりわけ日本の開発
援助にとって伝統的に重要な東南アジア地
域において、国連機関や二国間援助機関・大
手国際 NGOがこの問題に対していつからどの
ような目的でどのような支援をおこなって
いるのかを特定する。 
 
 
３．研究の方法 
上記のようなリサーチクエスチョンに対す
るこたえを得るため、本研究では、以下の 4
種類の定性的方法を用いて情報収集し、分析
をするという調査をおこなった。 
 
 
（1）インタビュー調査： 国際的なエイズ
会議に参加して、MSM のための HIV・エイズ
に関する事業や研究、政治的な活動を行って
いる人物を特定し、彼らに対するインタビュ
ーを行った。具体的には、本研究期間中に第
9 回アジア太平洋国際エイズ会議（インドネ
シア・バリ）、第 17 回国際エイズ会議（メキ
シコ・メキシコシティ）、第 8回アジア太平
洋エイズ会議（スリランカ・コロンボ）に参
加した。なお、この調査の結果については「岡
島克樹ゼミホームページ
http://www.okajimakatsuki.com」において
詳細な報告書を掲載している。 
 
 
（2）現場視察（フィールドワーク）：同時に、
いくつかの事業が実際に行われている現場

を訪ね、事業実施責任者に対して聞き取りを
行った。具体的にはカンボジアとタイで行わ
れている事業を 3つ視察し、責任者から話を
聞いた。 
 
 
（3）講演会開催：国際エイズ会議等への参
加をつうじて MSM の HIV・エイズ分野でとく
に確かな知識と強い影響力を有すると特定
された人物を日本に招聘し、聞き取りを行っ
た。なお、彼らの知見をひろく共有するため、
公開の講演会とした。具体的には、早稲田奉
仕園・関西 NGO 協議会にてユネスコアジア太
平洋地域局 地域 HIV・エイズアドバイザー
であり、アジアにおける MSM とエイズの問題
に関するメーリングリストを主宰するヤ
ン・ヴィレム・ファン・ヴァインハールデン
氏による講演会、京都大学・東京大学におい
てラ・トローブ大学教授・人間の安全保障研
究所所長であり、前アジア太平洋エイズ学会
長であるデニス・アルトマン氏の講演会を開
催した。 
 
 
（4）文献調査：上（1）～（3）の活動をつ
うじて知りえた文献を求め、これらを読んで
分析を行った。 
 
 
４．研究成果 
（1）上で記したような研究目的への答えを
探すために、上で記した方法をもって情報収
集し、分析した結果、以下に記すような成果
を得た。 
 
 
（2）先進国（2000 年代前半）：ゲイコミュニ
ティにおける HIV 感染率がいったん下降・収
束した先進国においても 90 年代後半あたり
から再度増加がはじまり、おおむね 2000 年
代前半には実際にどのくらいの HIV感染の増
加が起こっているのか、どのようなサブ人口
（地域や人種、年齢）で増加しているのかを
特定する研究が先進国都市部に位置する大
学や先進国の自治体関連部署（ロンドンやア
ムステルダム、ニューヨーク等）を中心にし
ておこなわれるようになった。 
 
 
（3）先進国（2000 年代後半）：本研究におい
ておこなわれた文献調査の結果から、2000 年
代後半においては、（2）で記した先進国諸都
市における HIV感染増加という現象の原因を
探求する研究がおこなわれていることが分
かった。一言でいえばコンドームを使用しな
い肛門性交（unprotected anal intercourse、
略して UAI）の増加がこの現象の直接的原因



 

 

であるが、これらの研究は、おおむね以下の
ような間接的原因を指摘するものである。第
一に、セロ・ソーティング sero-sorting と
いう原因をあげるが、これは HIV 陽性者同士
でのあいだでウイルス量、ひいては感染確率
を注意深く見極めながらおこなわれる性行
動 で あ る 。 第 二 に 、 ベ ア バ ッ キ ン グ
barebacking と呼ばれるものを原因としてあ
げるが、これは UAI をファンタジー化して見
る一つの行動である。このほか、セーフセッ
クス疲れ（safe sex fatigue）、治療楽観主
義（treatment optimism）、コミュニティ内
の銃砲の世代間継承不足、エスニックマイノ
リティ内のホモフォビア、インターネット使
用といった要因を挙げる者もいることが分
かった。 
 
 
（4）途上国（2000 年代前半）：途上国におい
ても、2000 年代の前半は、とくに開発援助が
入りやすい地域、たとえば、カンボジアやタ
イなどにおいてどのくらいの MSM 人口がおり、
そのうちどのくらいの人が HIVに感染してい
るのか、また伝統的に MSM はどのような文化
的視線にさらされてきたのかを確認する研
究がなされていたことも分かった。また、
HIV・エイズ問題のなかで MSM の存在を政策
的に主流化する初期的な動きが国連エイズ
合同計画 UNAIDS やアメリカ合衆国開発援助
庁 USAIDを軸として現れるのもこのころであ
った。 
 
 
（5）途上国（2000 年代後半―政策的主流化
の進展）：UNAIDS は『 Intensifying HIV 
Prevention』（2005 年）という政策ポジショ
ンペーパーを出して以降、MSM にかかる政策
概要を示した文書を出したりするなど、その
動きをより堅固なものにしているが、2000 年
代後半に見られる動きの特徴は UNAIDS のみ
ならず、世界基金による「性的マイノリティ
とジェンダーアイデンティティに関する世
界基金戦略」という文書を出すなど、関与す
る援助機関が多様化するというところにあ
る。 
 
（6）途上国（2000 年代後半―事業・調査研
究の地理的拡大）： 上に記した 2000 年代前
半の動きは、本研究がおこなわれた 2000 年
代後半になると、地理的に一層の拡大を見せ
るようになった。たとえば、これまで同性愛
をタブー視してきたイスラム教圏やアフリ
カ諸国において MSM 人口推計や HIV 感染率の
確認をおこなう調査研究に関する口頭発表
や論文が見られるようになったのである。な
お、これは世界基金による MSM に対する政策
的注目、ひいては実際の資金援助が関係して

いることは言うまでもない。 
 
 
（7）途上国（2000 年代後半―事業・調査研
究の質的向上）：これまで HIV 予防の事業や
これに求められるデータを生み出す調査研
究は個人の知識・態度・自己効力感に対する
介入をつうじた行動変容を目指すモデルに
基づくものであったが、2000 年代後半以降、
介入の対象は、個人ではなく、その個人が生
活する環境へとかわり、UAI が発生する環
境・コンテクストの変容を目指すアプローチ
へと転換を見せるようになってきている。こ
のため、MSM を違法化する反ソドミー法の撤
廃のために政治的圧力をかけたり、社会に存
在するスティグマを測定し、削減を試みる取
組が開始されたりするようになっている。 
 
 
（8）途上国（2000 年代後半―フォーラムの
グローバル化・地域化）：2000 年代後半の動
きは単に援助機関の政策転換のみならず、
MSM 当事者のためのグローバルなフォーラム
が存在するようになってきていることも分
かった。また、これは同時に地域化の動きを
見せている。アジアではアジア全体をカバー
する APCOM、アジアの先進地域（日本や韓国、
台湾、シンガポールなど）をカバーする DAN
という枠組みも立ち上がってきていること
が分かった。 
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